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放射性の Cs 及び Sr を吸着した使用済みの廃吸着材の処理を目的に、オフガス設備を最小化可能な新概念

の固化方法の開発を行っている。本報告では低融点ガラス（LMG）を用いた固化方法に着目し、固化方法

の成立性を検証した。 
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1. 緒言 

高線量及び短半減期である放射性の Cs 及び Sr を吸着した廃吸着材は、従来までに処理、処分の実績が

ない放射性廃棄物である[1]。この廃棄物を一時的に安定保管させるため、低融点ガラスと崩壊熱を利用す

るオフガス設備を最小化可能な固化方法をインペリアルカレッジロンドン（ICL）と開発している。日立は

Sr 吸着材、ICL では Cs 吸着材を対象に固化体の作製を行い、概念の成立性を検討した。 

 

2. 実験 

廃吸着材の模擬物質として Sr 吸着材を純水で 30 分間洗浄した後、大気中で乾燥処理を行った。LMG と

して一般的で物性値が知られている鉛ホウケイ酸ガラス（PBS）を選択し、Sr 吸着材と混合した。添加し

たSr吸着材はPBSに対して10 wt%である。混合した粉末状の各出発物質を約10分間乳鉢で磨り潰した後、

アルミナ性のるつぼに入れ、700 ℃で 30 分間加熱した。加熱を終了した固化体を電気炉から取り出し、室

温で冷却した後、X 線回折測定で分析を行った。 

 

3. 結果 図 1（a）に PBS に Sr 吸着材を

10wt%添加して作製した固化体の外観を

示す。粉末状の試料が溶解して一体化し

た事が確認できた。また、アルミナるつ

ぼからの剥離は無かった。図 1（b）に固

化体の X 線回折パターンを示す。測定結

果からガラスのブロードなピークが確

認された。つまり、本実験条件では PBS

と Sr 吸着材のガラス固化体の作製が可

能であった。従来の報告[2]では、本試験の加熱条件と同様の約 700 ℃で Cs が吸着材から揮発すると報告

されている。本試験と同様の 700 ℃以下で融解する LMG を用いれば、オフガス設備の容量を抑制できる。 
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図 1 （a）ガラス固化体の外観と（b）X 線回折パターン
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